
Ⅰ．はじめに

　沖縄島中部東岸に位置する泡瀬干潟は，多様な水生生

物が生息し，また様々なレクリエーション活動の場の一

つとしても利用されている。環境省１）は，泡瀬干潟を

ラムサール条約の基準を満たした国内湿地として選定し

ており，生物学的にも重要な場所といえる。一方，泡瀬

干潟では現在埋め立て事業が進められ，市民による反対

運動が展開されている。こうした自然環境の保護と開発

を選択する議論においては，その場所の環境上の価値を

明確にすることが重要である。

　泡瀬干潟の価値については，生物多様性保全の観点か

ら生物の生息環境としての価値が強調されているが，そ

の一方で，景観としての価値についてはほとんど注目さ

れていない。埋め立て事業前に行われた環境影響評価２）

では，景観に関する予測評価項目は，干潟外部の視点場

からの眺望景観内に占める埋め立て地の占有率のみであ

り，干潟内に存在する景観の変化や心理的側面の影響評

価は行われていない。また，埋め立て事業の中止を求め

る訴訟においても，争点の中心は生態系への影響と経済

効果への疑問であり，景観価値の変化についてはほとん

ど触れられていない。景観に配慮した空間利用は地域住

民の生活の質を高めることに貢献すると考えられ，わが

国の景観法では，良好な景観は「国民共通の資産として，

現在及び将来の国民がその恵沢を享受できるよう，その

整備及び保全が図られなければならない（２条１項）」

とされている。また，とくに南西諸島のような観光産業

が盛んな地域では，海岸景観は重要な観光資源の一つで

ある。

　泡瀬干潟に限らず国内の他の地域の干潟３，４）について

も，生態系を維持する環境としての生態景観に留まらな

い，人間の心理に影響を与える景観そのものの価値につ

いての議論は少ない。ここで，海洋沿岸の潮間帯の砂質

ないし泥質の基底が低潮時に広く干出する場所を一般に

干潟５）と呼ぶが，一方で海岸の砂質干潟の中には，「遠

浅な砂浜」として広く認知され，観光対象となっている

ものも少なくない。八重山諸島の竹富島西岸に広がる「干

潟」６）が，満潮時にも水没しない砂浜部分と合わせて「コ

ンドイビーチ」と呼ばれ，観光地となっているのはその

一例である。同様に，泡瀬干潟は海岸の砂質干潟である

ため，その景観は砂浜景観と位置付けることにより潜在

的な景観資源としての価値を有する可能性が考えられる。
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砂浜景観としての泡瀬干潟の評価

Assessment of the Awase Tidal Flat as a Beach Landscape

田代　　豊，岩崎　渓太　

要旨

　泡瀬干潟の砂浜景観としての価値を明らかにするために，泡瀬干潟と一般に景観価値が認知されている砂浜の景観

画像が与える印象を，形容詞対を用いた心理学的手法を用いて比較した。泡瀬干潟で職業写真家が撮影した景観写真

画像から，遠浅な砂浜という地形的な特徴が明瞭で，かつ，異なった景観構成要素を含む４枚を用い，これら各々と

同一の景観構成要素を持つ沖縄の他の地域の砂浜の画像６枚と比較した。これらの画像を被験者30名にランダムな順

で提示し，17の形容詞対を用いて印象を回答させた。その結果、総合的評価に相当する形容詞対による評価値は，泡

瀬干潟と他の砂浜の画像とで，一部を除いて同程度であった。砂浜以外の景観を含む別の18枚の沖縄の海岸景観絵葉

書の画像について同様の調査を行って得られていた評価値と合わせて，クラスター分析を行った結果，泡瀬干潟の２

画像が他の砂浜の画像とともに，相互に印象の類似性が高いグループを形成していた。景観価値が認知されている南

西諸島各地の砂浜と類似した印象を与え，高い心理的評価を得ることのできる景観が，泡瀬干潟に存在することが示

された。

キーワード：景観，干潟，砂浜，沖縄，環境
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　本研究では，泡瀬干潟の砂浜景観としての価値を明ら

かにするために，観光地や景勝地として一般に景観価値

が認知されている砂浜と泡瀬干潟の景観画像が与える印

象を，形容詞対を用いた心理学的手法を用いて比較した。

Ⅱ．方法

　泡瀬干潟で職業写真家が撮影した景観写真画像から，

遠浅な砂浜という地形的な特徴が明瞭で，かつ，異なっ

た景観構成要素を含む４枚を用い，これら各々と同一の

景観構成要素を持つ沖縄の他の地域の砂浜の画像６枚と

比較した（表１，図１）。本研究では，南西諸島におけ

る観光資源として一般に認知されている非日常的な海岸

景観イメージと同様なものが，泡瀬干潟の景観から導き

出されるかどうかを明らかにすることを目的とするため，

季節や天候などにより印象が変動する現実の景観ではな

く，固定的な景観イメージが表現されていると考えられ

る市販絵葉書および画像提供ウェブサイト７）からの写

真を比較対象として採用した。また，一般に市販絵葉書

等の画像が明度や彩度を調整したうえで印刷されている

ことを考慮して，泡瀬干潟の写真もこれら他の砂浜の画

像に近い明度・彩度に調整した。

　これら合計10枚の画像を各々葉書大にプリントし，男

女各15名の大学生にランダムな順で提示し，南西諸島海

岸景観の心理的評価に関する先行研究８）でSD法調査の

ために使用されていた17の形容詞対（表２）を用いて，

印象を５段階で回答させた。本研究は，景観の評価構造

を明らかにすることが目的ではないため，SD法で一般

に行われる因子分析は実施せず，各形容詞対に対する評

価点のプロファイルを画像間で比較した。クラスター分

析は，解析ソフトCollageAnalysisを用い，ウォード法

によって行った。

Ⅲ．結果と考察

１．形容詞対による評価結果の比較

　泡瀬干潟と他の砂浜に対する，各形容詞対についての

全被験者の評価の平均値は図２のようになった。このう

ち，「美しい／見苦しい」「行きたい／行きたくない」「好

ましい／好ましくない」は，景観を総合的に評価する項

目と見ることができる８）。図２に見られるように，これ

らの形容詞による泡瀬干潟の画像に対する評価値は，一

部（画像４の「美しい／見苦しい」）を除いて，他の砂

浜の画像に対する評価値と同程度の高い値であった。こ
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表２　被験者に評価させた形容詞対

調和した ― 不調和な

明るい ― 暗い

開放的な ― 閉鎖的な

連続的な ― 不連続な

整然とした ― 雑然とした

立体的な ― 平面的な

変化に富んだ ― 単調な

見慣れた ― 見慣れない

安らぐ ― いらだつ

落ち着く ― ワクワクする

うるおう ― 乾く

力強い ― 力の弱い

親水性のある ― 親水性のない

雰囲気の良い ― 雰囲気の悪い

美しい ― 見苦しい

行きたい ― 行きたくない

好ましい ― 好ましくない

表１　本研究で使用した景観画像と主な構成要素

景観の主な構成要素 画像番号（泡瀬干潟） 画像番号（他の砂浜）

汀線付近から沖に向かって見た海面 １ ５

汀線と平行に見通した砂浜と海面 ２ ６

海面の中に干出する浅瀬 ３ ７，８

俯瞰した砂浜と海面 ４ ９，10

図１　本研究で使用した景観画像の例



れにより，一般的に観光地や景勝地として景観価値が認

められている砂浜景観と比べて見劣りしない景観が，泡

瀬干潟に存在することが示された。

２．クラスター分析結果

　次に，本研究の泡瀬干潟と砂浜の画像の心理的特徴を

明らかにするために，先行研究８）で実施された，砂浜

以外の景観を含む別の18枚の沖縄の海岸景観絵葉書の画

像について同様の調査を行って得られていた評価値と合

わせて，クラスター分析を行った。その結果，図３に示

すデンドログラムが得られた。本研究に用いた画像のう

ち，泡瀬干潟の２画像（画像１，２）と他の砂浜の４画

像（画像５，６，７，８）は，先行研究で用いられた景観

画像のうち砂浜と海面からなる３画像（画像D，L，N）

とともに，相互に印象の類似性が高いグループを形成し

ていた。これら以外の泡瀬干潟の画像は，他の特徴を持っ

た先行研究画像のグループと比較的近いもの（画像３）

と，いずれの他の画像とも類似性が低いもの（画像４）

とであった。泡瀬干潟の景観には，景観資源として一般

に認知されている砂浜景観と類似した印象を与えるもの

が存在することが示された。

Ⅳ．結論

　本研究により，泡瀬干潟には，景観価値が認知されて

いる南西諸島各地の砂浜と類似した印象を与え，高い心

理的評価を得ることのできる景観が存在することが示さ

れた。泡瀬干潟の環境は，現在進められている埋め立て

事業により相当範囲にわたって変化・喪失する可能性が

あるが，生物の生息環境としてだけではなく，人間に

とっての豊かな生活の基盤の一つである美しい景観とし

ての価値も評価し，保全する必要があると考えられる。

さらに，国内外各地の干潟は，その生物相の豊かさゆえ

に，生物の生息地としての価値が強調される機会が多い

が，我々を取り巻く自然環境の一つとして，その景観と

しての重要性が考慮されることが今後期待される。
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図２　各画像の評価値プロファイル（a：泡瀬干潟，b：他の砂浜）

図３　各画像に対する各形容詞対評価値のクラスター分析結果

調和した 明るい 開放的な 連続的な 整然とした立体的な 変化に富ん見慣れた 安らぐ 落ち着く うるおう 力強い 親水性のあ
1 1 4.666667 4.666667 4.866667 4.033333 3.333333 1.666667 3.333333 2.666667 4.033333 4.033333 4 1.666667 4.333333
2 2 4.666667 4.333333 4.566667 4.333333 4 3.2 3.333333 2.666667 4.2 4.333333 4.866667 1.666667 4.7
3 3 3.666667 4.666667 4.666667 3.333333 3.666667 4 3.333333 2.666667 4 4.233333 4 3.1 4.333333
9 4 4 4.333333 4.333333 4.333333 3.333333 1.666667 3 1.333333 3 3.033333 2.666667 3.333333 3.666667
5 5 4.333333 4.7 4.666667 4.333333 4.333333 1.666667 3.333333 2.333333 4.333333 4.333333 4.666667 2 4.666667
4 6 4.366667 4.666667 4.566667 4.333333 4.866667 2.233333 3.666667 1.666667 4.866667 4.466667 4.633333 2.2 4.666667
6 7 4.666667 4.666667 4.8 4.333333 4.333333 2.666667 3.666667 1.333333 4.766667 4.866667 4.666667 2.333333 4.333333
7 8 4.6 4.6 4.666667 4.333333 4 1.333333 2.666667 2.233333 4.466667 4.666667 4.333333 1.666667 4.666667
8 9 3.666667 4.333333 4.333333 4.333333 4.666667 2.333333 2.333333 1.333333 4 4.333333 4 1.666667 4

10 10 4.033333 4.666667 4 3.666667 3.333333 3.666667 4 3.033333 4.033333 4.333333 4.1 3.666667 4.666667
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